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第４章では、「断層用鋼管」の変形性能を確認するため、以下の 4 つの実験を行った。 
(1) 曲げ性能確認実験（４点曲げ実験） 











































第 7 章は結論であり、本研究で得られた成果を要約している。 
  



















いては変形性能の確認及び FEM 解析での高い再現性が確認された。 
３． 「断層用鋼管」を用いた断層横断管路における耐震設計手法の提案を行った。波
形管の設置間隔を決めるための推定式の検討では、塑性ヒンジ発生位置を求める
ための基本モデルを構築し、境界条件を設定することで微分方程式から推定式を
誘導した。また、この推定式の有効性を確認するため、土槽実験および FEM 解析
を実施した。この結果、推定式は実用上問題のない精度で実験値および FEM 解析
値と整合しており、提案する推定式が有効であることを確認した。さらに、断層
出現位置の振れ幅の検討では、これまでの地震で実際に出現した地表地震断層
と地震発生以前に想定されていた断層位置を比較することで、想定されていた
断層位置がどの程度の振れ幅を持って出現するか整理した。 
４． 「断層用鋼管」のさらなる可能性を考え、波形部の形状を改良することで、軸圧
縮変形に対応した「撓曲構造対応型断層用鋼管」および地盤沈下に対応した「大
変位吸収鋼管」の研究開発を行った。 
以上より、本論文は、断層用鋼管の実験と解析を通した地震時挙動解明とその現場へ
の適用性、および地盤沈下に対応した鋼管への拡張等に関して、学術上、実際上寄与す
るところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるもの
と認める。また、平成２８年８月２日、論文内容とそれに関連した事項について試問を
行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認め
た。 
 
